
関わるものであった．言い方を変えると，意味的な

処理はほとんどなし(ヒットする用語のみ)で，そこ

そこ関連のある文章をもってくることが可能であ

ろう，ということである．ただし，問題はむしろこ

こからであって，それらの素材を元にしていかに有

用な質問項目のみを残し，不要な記述を除くか，と

いう問題は手つかずで残っている． 
 

3．2． 今後の方向 
以上，自然言語処理的手法を施す前段階として

の予備的検討の結果として，Twitter 上の書き込み

を組織的に収集することは技術的に可能であり，行

うことで意義のある研究につながり得ることを示

した．後には，実際に大量のデータに対して各種の

自然言語処理的な手法を施すことによって必要な

情報を残しつつ，不要な情報を落として質問紙を構

成するには，何をどうすればよいかという問題が残

る． 
これは中核的な問題だが，現在のところさまざ

まな手法が提案されている．例えば，投稿の(2)に
見られたような，ハッシュタグで検索されることを

意図した意味的に関係のない書き込みは，そこに使

われている単語どうしの意味的な関連の強さ(多次

元意味空間での類似度)を用いることで排除するこ

とができるだろう．また，「困った」ことを分類し

たいのであれば，KWIC 形式でデータを整理する

ことでどのような困り方があるかを一覧すること

ができるであろう．これらを用いて自由記述から項

目選び，予備調査に続く本調査というかたちでなく

質問紙が作れるのであれば，それは現在のような状

況に資するものになろう．今後，これらの分析を順

次行うことで本研究を社会的な意義のあるものに

近づけていくことができると考える． 
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１．はじめに 

 

教育職員免許法 1）及び同法施行規則改正 2）がな

され，2019 年度から新たな教職課程が開始された。

新教職課程において，大学が教職課程を編成するに

あたり，参考とすべき指針とされるのが教職課程コ

アカリキュラム 3）である。教職課程コアカリキュ

ラムには，全国すべての大学の教職課程で共通に修

得すべき資質能力が示されている。本研究ノートで

は，教職課程コアカリキュラムにおける教育相談の

方針，それを受けての本学の教育相談の授業内容，

遠隔授業での工夫と成果，遠隔授業を通して見えて

きた今後の課題について述べる。 
 
２．教職課程コアカリキュラムの方針 

 
教育相談は，免許上の区分として教科及び教職に

関する科目中，「道徳，総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目」であ

る。含めることが必要な事項として「教育相談（カ

ウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理

論及び方法」が明記されている。教職課程コアカリ

キュラムにおける教育相談の全体目標には，『教育 

 
相談は，幼児，児童及び生徒が自己理解を深めたり

好ましい人間関係を築いたりしながら，集団の中で

適応的に生活する力を育み，個性の伸長や人格の成

長を支援する教育活動である。幼児，児童及び生徒

の発達の状況に即しつつ，個々の心理的特質や教育

的課題を適切に捉え，支援するために必要な基礎的

知識（カウンセリングの意義，理論や技法に関する

基礎的知識を含む）を身に付ける。』とあり，教育

相談を履修することにより学生が修得する資質能

力が示されている。この全体目標を内容のまとまり

ごとに分化させた一般目標では，（1）教育相談の意

義と理論：学校における教育相談の意義と理論を理

解すること，（2）教育相談の方法：教育相談を進め

る際に必要な基礎知識（カウンセリングに関する基

礎的事項を含む）を理解すること，（3）教育相談の

展開：教育相談の具体的な進め方やそのポイント，

組織的な取組みや連携の必要性を理解すること，と

されている。その上で，一般目標に到達するために

達成すべき規準として到達目標が示されている。（1）
教育相談の意義と理論では，①学校における教育相

談の意義と課題を理解している，②教育相談に関わ

る心理学の基礎的な理論・概念を理解している，（2）
教育相談の方法では，①幼児，児童及び生徒の不適

応や問題行動の意味並びに幼児，児童及び生徒の発
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するシグナルに気づき把握する方法を理解してい

る，②学校教育におけるカウンセリングマインドの

必要性を理解している，③受容・傾聴・共感的理解

等のカウンセリングの基礎的な姿勢や技法を理解

している，（3）教育相談の展開では，①職種や校務

分掌に応じて，幼児，児童及び生徒並びに保護者に

対する教育相談を行う際の目標の立て方や進め方

を例示することができる，②いじめ，不登校，不登

園，虐待，非行等の課題に対する，幼児，児童及び

生徒の発達段階や発達課題に応じた教育相談の進

め方を理解している，③教育相談の計画の作成や必

要な校内体制の整備など，組織的な取組みの必要性

を理解している，④地域の医療・福祉・心理等の専

門機関との連携の意義や必要性を理解している，と

されている。ただし，教職課程で修得すべき資質能

力については，学校を巡る状況の変化やそれに伴う

制度改正によって，今後も変化しうるものであるた

め，必要に応じて改訂を行っていくことが望まれる

とも記されている。 

 

3．本学の教育相談の授業 

 
教職課程コアカリキュラムに従って，本学の教職

課程科目「教育相談」は，以下のような構成になっ

ている。 
（1）単位・配当年：2 単位科目で半期，2 年次相

当の学生を対象としている。学科等でのクラス分割

を行っている。 
（2）授業目的：学校における教育相談の意義と理

論，教育相談を進める際に必要な基礎的知識やカウ

ンセリングマインドを学ぶ。その上で，教育相談の

具体的な進め方やそのポイント，組織的な取組みや

支援体制づくり，連携についてアクティブ・ラーニ

ング等を通して考えていく。 
（3）授業目標 
①学校における教育相談の意義と理論を理解し，そ

れらを説明できること。 
②教育相談を進める際に必要な基礎知識（カウンセ

リングに関する基礎的事項を含む）を理解し，それ

らを説明できること。 
③教育相談の具体的な進め方やそのポイント，組織

的な取組みや連携の必要性を理解し，それらを説明

できること。 
（4）授業計画 

授業計画（全 14 回）を表 1 に示す。授業は各 100
分間で 14 回実施である。 

 

表 1 授業計画 

 
 
テキストは，文部科学省「中学校学習指導要領」

「中学校学習指導要領解説 総則編」「高等学校学習

指導要領」「高等学校学習指導要領解説 総則編」「生

徒指導提要」を使用している。 
 

4．遠隔授業での工夫と成果 

 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け，今期は

遠隔授業で実施することになった。遠隔授業は，以

下の方法で行った。 
（1）遠隔授業の方法 

オンライン会議サービスシステムの Zoom を利

用した同時双方向型授業と，ラーニングマネージメ

ントシステム WebClass に講義資料や課題を配信

するオンデマンド型オンライン授業を併用した。オ

ンデマンド型オンライン授業で使用するビデオ講

義はクラウド型オンラインストレージサービスの

Box を利用し，動画ストリーミング配信を行った。 
（2）授業の工夫 

毎回の授業は，①Zoom による同時双方向型授業，

②オンデマンド型オンライン授業の視聴，③Zoom
によるグループ活動，④学びの整理の 4 構成で行っ

た。 

授業回 授業内容

1 ガイダンス－教育相談の意義と目的－

2 教育相談の意義と理論（１）教育相談の今日的課題

3 教育相談の意義と理論（２）教育相談の理論

4 教育相談の方法（１）教育相談場面の実際

5 教育相談の方法（２）カウンセリングマインド

6 教育相談の方法（３）教育相談の基本姿勢・技法

7
教育相談の方法（４）コミュニケーション
（多様なシグナルへの気づき）

8 教育相談の展開（1）学内外の連携・コンセンサス

9 教育相談の展開（2）不適応事例の教育相談

10
教育相談の展開（3）問題行動事例の教育相談
（いじめへの対処を含む）

11 教育相談の実際（１）傾聴のためのロールプレイと解説

12 教育相談の実際（２）受容のためのロールプレイと解説

13 教育相談の実際（３）教育相談ロールプレイと解説

14 総括−教員に求められる教育相談の在り方−

①Zoom による同時双方向型授業：授業開始時間

に毎回，20 分程度実施。第 1 回目は，授業のガイ

ダンスとともに，遠隔授業のルール・エチケットに

ついて説明した。第 2 回目以降は，反転授業の要素

を取り入れ，学生が視聴したオンライン授業のポイ

ントや課題の振り返りを行った。Zoom による同時

双方向型授業の様子は，毎回録画し，Zoom に参加

できなかった学生が，随時視聴できるよう Box で

動画ストリーミング配信をした。 
②オンデマンド型オンライン授業の視聴：Zoom

による同時双方向型授業の後，学生は Box に格納

されたオンライン授業（主に音声付き PowerPoint
のビデオ講義）の動画ストリーミングを各自視聴す

る。ビデオ講義は，長時間利用の疲労を軽減するた

め，各回 10～15 分間の内容でポイントを絞って作

成した。ビデオ講義では一定期間，学生は何度も繰

り返し視聴でき，わからない点を確認できる利点が

ある。オンライン授業の視聴後，学生は内容を整理

し，同時に出題された課題について各自の意見をま

とめる。このオンデマンド型オンライン授業の時間

（ビデオ講義を視聴の上，課題を考える）は 40 分

程度とやや長めに設定した。 
③Zoom によるグループ活動：オンデマンド型オ

ンライン授業の視聴後，Zoom のブレイクアウトセ

ッション機能を活用し，4～5 名に分かれてのグル

ープ活動を行う。グループ活動は，②の学習時間で

まとめた各自の意見をもとしたディスカッション

がメインになっている。ディスカッションでは，メ

ンバーが各 1 分程度で自身の意見等を発表し，全員

の発表が終わった後にディスカッション等に入る

流れとした。ここでは，協力してよりよい結論をだ

すこと，メンバーのアイデアにアイデアを加える工

夫，受容・共感・協力・傾聴の姿勢に留意すること

等をルールとした。教員からの指示や説明を含めて

20 分程度の設定とした。 
④学びの整理：Zoom によるグループ活動後，全

体のまとめを各自で行う時間を 20 分程度設定した。

学生は，自分の意見やグループ活動で深めたことを

課題用紙にまとめ，WebClass にアップロードして

提出する。これが評価のエビデンスともなる。なお，

この課題用紙には質問・感想欄を毎回設け，学生が

わからないこと，授業の感想，要望などが自由記述

できるようにした。 
（3）成果 
以下に，筆者のクラスで受講した学生の総括レポ

ートからの抜粋を示す。 
・毎時間，顔を見ながら話し合う時間があったのも

良かった。習ったことをすぐ実践できるし，社会

に出る前の予行演習になった。 
・相手の心を思いやるためのカウンセリング手法が

個人的には一番役に立った。 
・他の人の意見をたくさん聞くことができて自分の

話題の引き出しや自分の世界が広がったと思う。

また，様々な課題に対する自分の考えを文字に起

こすことで，自己のさらなる理解，世界の深まり

を体験することができた。 
・自分が経験してこなかった環境や状況について考

えさせられる事が多々あり，自分が見てきた環境

がとても狭かったことを実感した。今回の授業で

学んだ事例や人の考え方から，より周りの人との

関わりを深めることができそうだなと感じた。 
（4）授業アンケート結果 
以下に，筆者のクラスを受講した学生（11 名）

の授業アンケート結果（回答者 5 名，有効回答率

45.5％）をもとに述べる。 
①出席率：出席率は 100％だった。従来の対面

授業（例年，90％以上）と比較しても高い出席率

である。 
②授業時間外学習：1 時間～3 時間と学生により

幅はあるが，毎回小レポート課題があるため，授業

時間外学習の時間は対面授業と比べて長い傾向に

あった。 
③教材の有用性：テキスト・配布資料・デジタル

コンテンツ，レポート課題・事前事後学習の課題な

どについては，100％の学生が役立ったと回答した。 
④理解・習得：80％の学生が，授業内容を理解・

習得できた，20％がどちらかといえば理解・習得

できたと回答した。 
⑤興味・関心：100％の学生が，この科目の内容

について、興味と関心が深まったと回答した。 
⑥その他の自由記述： 

・資料が見やすかった 
・個人の勉強時間とグループワークの時間をしっか

りとってくれたことがよかった。 
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するシグナルに気づき把握する方法を理解してい

る，②学校教育におけるカウンセリングマインドの

必要性を理解している，③受容・傾聴・共感的理解

等のカウンセリングの基礎的な姿勢や技法を理解

している，（3）教育相談の展開では，①職種や校務

分掌に応じて，幼児，児童及び生徒並びに保護者に

対する教育相談を行う際の目標の立て方や進め方

を例示することができる，②いじめ，不登校，不登

園，虐待，非行等の課題に対する，幼児，児童及び

生徒の発達段階や発達課題に応じた教育相談の進

め方を理解している，③教育相談の計画の作成や必

要な校内体制の整備など，組織的な取組みの必要性

を理解している，④地域の医療・福祉・心理等の専

門機関との連携の意義や必要性を理解している，と

されている。ただし，教職課程で修得すべき資質能

力については，学校を巡る状況の変化やそれに伴う

制度改正によって，今後も変化しうるものであるた

め，必要に応じて改訂を行っていくことが望まれる

とも記されている。 

 

3．本学の教育相談の授業 

 
教職課程コアカリキュラムに従って，本学の教職

課程科目「教育相談」は，以下のような構成になっ

ている。 
（1）単位・配当年：2 単位科目で半期，2 年次相

当の学生を対象としている。学科等でのクラス分割

を行っている。 
（2）授業目的：学校における教育相談の意義と理

論，教育相談を進める際に必要な基礎的知識やカウ

ンセリングマインドを学ぶ。その上で，教育相談の

具体的な進め方やそのポイント，組織的な取組みや

支援体制づくり，連携についてアクティブ・ラーニ

ング等を通して考えていく。 
（3）授業目標 
①学校における教育相談の意義と理論を理解し，そ

れらを説明できること。 
②教育相談を進める際に必要な基礎知識（カウンセ

リングに関する基礎的事項を含む）を理解し，それ

らを説明できること。 
③教育相談の具体的な進め方やそのポイント，組織

的な取組みや連携の必要性を理解し，それらを説明

できること。 
（4）授業計画 
授業計画（全 14 回）を表 1 に示す。授業は各 100

分間で 14 回実施である。 
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4．遠隔授業での工夫と成果 

 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け，今期は

遠隔授業で実施することになった。遠隔授業は，以

下の方法で行った。 
（1）遠隔授業の方法 
オンライン会議サービスシステムの Zoom を利

用した同時双方向型授業と，ラーニングマネージメ

ントシステム WebClass に講義資料や課題を配信

するオンデマンド型オンライン授業を併用した。オ

ンデマンド型オンライン授業で使用するビデオ講

義はクラウド型オンラインストレージサービスの

Box を利用し，動画ストリーミング配信を行った。 
（2）授業の工夫 
毎回の授業は，①Zoom による同時双方向型授業，

②オンデマンド型オンライン授業の視聴，③Zoom
によるグループ活動，④学びの整理の 4 構成で行っ

た。 

授業回 授業内容

1 ガイダンス－教育相談の意義と目的－

2 教育相談の意義と理論（１）教育相談の今日的課題

3 教育相談の意義と理論（２）教育相談の理論

4 教育相談の方法（１）教育相談場面の実際

5 教育相談の方法（２）カウンセリングマインド

6 教育相談の方法（３）教育相談の基本姿勢・技法

7
教育相談の方法（４）コミュニケーション
（多様なシグナルへの気づき）

8 教育相談の展開（1）学内外の連携・コンセンサス

9 教育相談の展開（2）不適応事例の教育相談

10
教育相談の展開（3）問題行動事例の教育相談
（いじめへの対処を含む）

11 教育相談の実際（１）傾聴のためのロールプレイと解説

12 教育相談の実際（２）受容のためのロールプレイと解説

13 教育相談の実際（３）教育相談ロールプレイと解説

14 総括−教員に求められる教育相談の在り方−

①Zoom による同時双方向型授業：授業開始時間

に毎回，20 分程度実施。第 1 回目は，授業のガイ

ダンスとともに，遠隔授業のルール・エチケットに

ついて説明した。第 2 回目以降は，反転授業の要素

を取り入れ，学生が視聴したオンライン授業のポイ

ントや課題の振り返りを行った。Zoom による同時

双方向型授業の様子は，毎回録画し，Zoom に参加

できなかった学生が，随時視聴できるよう Box で

動画ストリーミング配信をした。 
②オンデマンド型オンライン授業の視聴：Zoom

による同時双方向型授業の後，学生は Box に格納

されたオンライン授業（主に音声付き PowerPoint
のビデオ講義）の動画ストリーミングを各自視聴す

る。ビデオ講義は，長時間利用の疲労を軽減するた

め，各回 10～15 分間の内容でポイントを絞って作

成した。ビデオ講義では一定期間，学生は何度も繰

り返し視聴でき，わからない点を確認できる利点が

ある。オンライン授業の視聴後，学生は内容を整理

し，同時に出題された課題について各自の意見をま

とめる。このオンデマンド型オンライン授業の時間

（ビデオ講義を視聴の上，課題を考える）は 40 分

程度とやや長めに設定した。 
③Zoom によるグループ活動：オンデマンド型オ

ンライン授業の視聴後，Zoom のブレイクアウトセ

ッション機能を活用し，4～5 名に分かれてのグル

ープ活動を行う。グループ活動は，②の学習時間で

まとめた各自の意見をもとしたディスカッション

がメインになっている。ディスカッションでは，メ

ンバーが各 1 分程度で自身の意見等を発表し，全員

の発表が終わった後にディスカッション等に入る

流れとした。ここでは，協力してよりよい結論をだ

すこと，メンバーのアイデアにアイデアを加える工

夫，受容・共感・協力・傾聴の姿勢に留意すること

等をルールとした。教員からの指示や説明を含めて

20 分程度の設定とした。 
④学びの整理：Zoom によるグループ活動後，全

体のまとめを各自で行う時間を 20 分程度設定した。

学生は，自分の意見やグループ活動で深めたことを

課題用紙にまとめ，WebClass にアップロードして

提出する。これが評価のエビデンスともなる。なお，

この課題用紙には質問・感想欄を毎回設け，学生が

わからないこと，授業の感想，要望などが自由記述

できるようにした。 
（3）成果 

以下に，筆者のクラスで受講した学生の総括レポ

ートからの抜粋を示す。 
・毎時間，顔を見ながら話し合う時間があったのも

良かった。習ったことをすぐ実践できるし，社会

に出る前の予行演習になった。 
・相手の心を思いやるためのカウンセリング手法が

個人的には一番役に立った。 
・他の人の意見をたくさん聞くことができて自分の

話題の引き出しや自分の世界が広がったと思う。

また，様々な課題に対する自分の考えを文字に起

こすことで，自己のさらなる理解，世界の深まり

を体験することができた。 
・自分が経験してこなかった環境や状況について考

えさせられる事が多々あり，自分が見てきた環境

がとても狭かったことを実感した。今回の授業で

学んだ事例や人の考え方から，より周りの人との

関わりを深めることができそうだなと感じた。 
（4）授業アンケート結果 

以下に，筆者のクラスを受講した学生（11 名）

の授業アンケート結果（回答者 5 名，有効回答率

45.5％）をもとに述べる。 
①出席率：出席率は 100％だった。従来の対面

授業（例年，90％以上）と比較しても高い出席率

である。 
②授業時間外学習：1 時間～3 時間と学生により

幅はあるが，毎回小レポート課題があるため，授業

時間外学習の時間は対面授業と比べて長い傾向に

あった。 
③教材の有用性：テキスト・配布資料・デジタル

コンテンツ，レポート課題・事前事後学習の課題な

どについては，100％の学生が役立ったと回答した。 
④理解・習得：80％の学生が，授業内容を理解・

習得できた，20％がどちらかといえば理解・習得

できたと回答した。 
⑤興味・関心：100％の学生が，この科目の内容

について、興味と関心が深まったと回答した。 
⑥その他の自由記述： 

・資料が見やすかった 
・個人の勉強時間とグループワークの時間をしっか

りとってくれたことがよかった。 
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・提出した課題を読んでくれたり，毎回グループ活

動をしてくれたおかげで，他のオンライン講義よ

りも先生や他の学生たちとの距離を近くに感じ

ることができた。 
・内容がわかりやすく，かつ実用的なもので，大変

ためになった。 
 以上，授業アンケートの回答者数が少なく全体の

把握は困難ではあるが，概ね学生の満足度は高い結

果であった。遠隔授業でも，オンデマンド型オンラ

イン授業に加え，同時双方向型授業の要素や学生が

参加を実感するアクティブ・ラーニング的要素を取

り入れることで，教育相談といった内容であっても

十分な教育成果が得られることが示された。 
（5）問題点 

通信環境：学生の通信環境の違いにより， Zoom
での同時双方向型授業に参加できない，オンライン

授業を視聴できない，期限内に課題提出できない，

といった不具合が発生した。また，Zoom に参加し

ていても，グループ活動中に音声・映像が途切れる

といった事態もあり，話合いが中断するなどの混乱

が生じた。 
プライバシーの問題：一斉の Zoom 導入では，ビ

デオ・マイクをオフで行っていたが，グループ活動

では，お互いの表情を確認しながらのコミュニケー

ションを勧めた。教育相談では，相手の様子や表情

を観察し，的確に対応することも必要な学習となっ

ているからである。しかしながら，学生によっては

ビデオをオンにすることの抵抗感があり，少数だが

自分の映像を出したくないといった意識がうかが

われた。 
 
5．教員養成における教育相談の課題 

 
ウィズコロナの時代，今後も遠隔授業が何らかの

形で継続されることが考えられる。文部科学省は，

「遠隔教育の推進に向けた施策方針」4）（2018）で，

学校における遠隔システムを活用した教育の推進

と具体的方策の検討を進めており，ICT（情報通信

技術）の日常的な活用，遠隔授業のさらなる工夫が

望まれている。また，「教職課程における教師の ICT 
活用指導力充実に向けた取組について」5）（2020）
では，『児童生徒「１人１台端末」の教育環境が実

現することで，遠隔・オンライン教育を含め ICT を
活用しながら児童生徒の個別最適な学びと協働的

な学びを実現していくことが重要』としている。教

育相談においても，今後は対面相談とともに遠隔・

オンラインによる教育相談がなされるようになる

だろう。当然ながら，対面相談と遠隔・オンライン

相談とでは異なる点も多く，その違いを十分認識す

る必要がある。今回の遠隔授業でも通信環境やプラ

イバシーの問題が確認されたが，特に教育相談場面

では，個人情報とプライバシーに関する内容も多い

ため，セキリティー対策やプライバシー保護対策，

ネットリテラシー，マナーの十分な理解と児童生徒

への指導力も求められる。今後，教員が行う遠隔・

オンライン相談の新たな枠組づくりや方法，ならび

に教員養成段階で修得すべき事項についての検討

が課題になると考えられる。 
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１．背景 

昨今の情報・ネットワーク化に伴い, 学校体育で
も ICT (Information and Communication 
Technology: 情報通信技術) を利活用した授業展
開が求められ 2) , 文部科学省も, 心身の健康の保持
増進と豊かなスポーツライフの形成のために ICT
を活用することを推奨している 9) . ICTの利活用は, 
知識および技能の習得, 思考力・判断力・表現力等
の育成, 学びに向かう力, 人間性等の涵養が期待さ
れている.  
昨今の体育・スポーツ分野においては, 一般的に, 
健康増進のための身体活動の重要性が知れ渡り始

めており, 工学系のテクノロジーが応用されたウ
ェアラブルデバイスが広く普及し, Bluetooth を介
して, タブレット端末やモバイル端末に活動デー
タを受信させることが容易となった. また今般の
COVID-19 の感染拡大を取り巻く環境の中で, 運
動・生活習慣の自己管理は非常に重要性を増し, 
ICT を活用したそれらのデータ化や可視化は, さ
らに発展していく可能性がある.  
身体活動や運動の生理学的指標として, 心拍数
は広く一般的に普及し, Apple Watch等のスマート
ウォッチをより, いつでもどこでも誰でも容易に
計測可能となっている. 心拍数は, ①デバイスの簡
便性, ②測定値の信頼性や再現性, ③運動中の強度

の尺度だけでなく, 運動処方の指標としての有用
性, ④利用の大衆性 (研究者や指導者だけでない) 
や個別性 (性別・年齢・体力等の特性に応じて使用
できる), ⑤汎用性 (絶対値と相対値があり, 最大
値の推定が可能である) の観点より, 最適な生理
学的指標である 10) . 最近では, コードレスなテレ
メトリー式の心拍計の課題であった多人数測定が

容易になり, Bluetooth を利用して送受信が可能と

なった. とりわけタブレット端末上で受信された

リアルタイムの心拍数を把握することができるよ

うになり, 心拍数を用いた運動強度の可視化が指
導・教育現場でも可能となった 4) . この心拍数のリ
アルタイム受信と可視化は, 学習者自身の知識お
よび技能の習得, 思考力・判断力・表現力等の育成, 
学びに向かう力, 人間性等の涵養とともに, 学生間
の気づきや対話も育むことが期待できる 4) .  
そこで本研究は, ICTを活用した大学体育実技の

基礎資料として, ウェアラブルデバイスおよびタ
ブレット端末を利用して, 活動中の心拍数をリア
ルタイムに受信・可視化しながら, 各種スポーツ実

技の運動強度を調査することを目的とした.  
 

２．方法 

2.1. 対象科目 
 2019年度後期に 1年次を中心に配当されている
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